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松
阪
安
衛
月
報 

▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協

会、建設業労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、

松阪・多気の未就学児から、令和３年７月１日から９月１０日まで募集し、多数のご応募をいただきました。 

 松阪安衛月報では、複数回にわたって、応募作品の一部を紹介します。 
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令
和
３
年
の
労
働
災
害
発
生
状

況
は
、
死
亡
災
害
が
０
人
（
前
年
比

４
人
減
）、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

者
数
が
249
人
（
前
年
比
20
人
減
）

で
し
た
。 

 

業
種
別
で
は
、
小
売
業
が
26
人

で
前
年
同
期
と
比
較
し
９
人

（
25.7
％
）
減
少
し
ま
し
た
が
、
一

方
で
、
建
築
業
で
は
27
人
と
前
年

同
期
と
比
較
し
１
人
（
3.8
％
）
増

加
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、「
事
故
の
型
」
別
で
は
、

「
転
倒
」
が
69
人
（
27.7
％
）
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」

が
35
人
（
14.5
％
）
と
続
い
て
い
ま

す
。
５
Ｓ
活
動
等
で
転
倒
災
害
防

止
、
は
し
ご
や
脚
立
の
適
正
使
用

等
で
墜
落
・
転
落
災
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

＊
公
表
の
数
値
は
す
べ
て
新
型
コ
ロ
ナ

の
り
患
に
よ
る
も
の
を
除
外
し
て
い

ま
す
。 

新
年
度
の
署
長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

  

 

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
松
阪
署

の
体
制
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
管
内
の
安
全
衛
生
水
準
の

向
上
を
始
め
と
す
る
労
働
環
境
の

整
備
の
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

適
正
な
職
務
遂
行
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

さ
て
、
令
和
４
年
は
第
13
次
労

働
災
害
防
止
計
画
（
平
成
30
年
か

ら
の
５
か
年
計
画
）
の
最
終
年
で

す
。
松
阪
署
で
は
、
第
13
次
労
働
災

害
防
止
計
画
の
目
標
値
を
、
年
間
の

死
亡
災
害
０
人
、
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
災
害
240
人
未
満
を
掲
げ
て
、

各
種
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
ど
、
令
和
３
年
の
労
働
災

害
件
数
が
確
定
し
ま
し
た
。
死
亡
災

害
は
10
年
ぶ
り
に
発
生
せ
ず
、
死

傷
災
害
は
前
年
の
令
和
２
年
よ
り

20
人
減
少
し
、
249
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
目
標
値
は
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

４月 

R
３
労
災
発
生
状
況(

確
定) 

に
お
け
る
災
害
傾
向 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

 
私
は
、
労
働
災
害
の
数
字
を
身
近

な
問
題
と
感
じ
る
た
め
、
よ
く
次
の

よ
う
に
置
き
換
え
る
の
で
す
が
、
年

間
労
働
日
数
を
約

250
日
と
す
る

と
、
死
傷
者
数
249
人
と
い
う
こ
と

は
、
松
阪
市
・
多
気
郡
の
事
業
場
だ

け
で
、
毎
労
働
日
に
誰
か
が
休
業
４

日
以
上
の
労
働
災
害
に
遭
わ
れ
て

い
る
と
い
う
数
字
で
す
。
死
亡
災
害

は
当
然
で
す
が
、
管
内
で
誰
も
被
災

せ
ず
に
終
え
る
日
が
１
日
で
も
多

く
増
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
も
、
管
内
事
業
場
や

各
種
災
防
団
体
と
連
携
し
「
死
亡
災

害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
240
松
阪
＆
多

気
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
安
全
衛

生
推
進
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
長 

藤
田
香 
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翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

厚
労
省
で
は
、
正
し
い
手
の

洗
い
方
を
公
開
し
て
い
ま
す

（
左
図
）。
石
け
ん
で
洗
い
終
わ

っ
た
ら
、
十
分
に
水
で
流
し
、

清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
で
よ
く
拭
き
取
っ
て
乾
か

し
ま
し
ょ
う
。 

キ
ケ
ン
と
対
策
の コーナー 

安全衛生活動の掲載を

希望される事業者の方

は、ご連絡ください。 

 

手
洗
い
を
徹
底
し
て
い
ま
す

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、

「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
の
他
に
「
手
洗
い
」

も
あ
り
ま
す
。
ド
ア
ノ
ブ
や
電

車
の
つ
り
革
な
ど
様
々
な
も
の

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
手
に
も
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外

出
先
か
ら
の
帰
社
時
な
ど
こ
ま

め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

 

Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
金
属
株
式
会
社

（
多
気
郡
明
和
町
）
で
は
、
手

洗
い
場
に
手
順
書
を
掲
示
し
、

正
し
い
手
順
を
周
知
し
て
い
ま

し
た
。 

 

Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
金
属
株
式
会
社
の
手
洗
い
場 

令
和
４
年 

死
傷
災
害
が 

前
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す 

 

当
署
で
は
、
目
標
と
す
る
「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
」
及

び
「
死
傷
者
数
２
４
０
人
未
満
」
を
達
成
す
べ
く
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
２

４
０
松
阪
＆
多
気
」
の
各
種
取
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。 

 

当
署
管
内
で
は
、
３
月
末
現
在
に
お
い
て
、
令
和

４
年
の
死
亡
災
害
は
ゼ
ロ
で
す
が
、
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
災
害
は
52
人
と
、
前
年
同
期
よ
り
14
人

（
36.８
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー

ス
が
続
け
ば
、
本
年
も
ア
ン
ダ
ー
240
の
達
成
は
困
難

に
な
り
ま
す
。 

 

災
害
の
傾
向
と
し
て
、
例
年
、
経
験
年
数
３
年
未

満
の
未
熟
練
労
働
者
に
よ
る
災
害
が
３
割
か
ら
４

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
０
歳
以
上
の
労
働

者
に
よ
る
災
害
が
５
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
性
を
持
っ
た
労
働
者
に
つ
い
て
、
安

全
衛
生
教
育
の
徹
底
に
よ
り
、
未
熟
練
労
働
者
に

災
害
防
止
の
基
本
を
身
に
付
け
さ
せ
る
、
加
齢
に

伴
う
身
体
・
精
神
機
能
の
低
下
を
踏
ま
え
た
対
策

を
実
施
す
る
、
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。 

 

業
種
別
の
死
傷
者
数
は
、
食
料
品
製
造
業
が
５

人
で
、
前
年
同
期
よ
り
４
人
（
400
％
）
増
加
、
林

業
が
３
人
で
、
前
年
同
期
よ
り
２
人
（
200
％
）
増

加
し
て
い
ま
す
。
基
本
動
作
の
確
認
や
、
作
業
場

所
・
使
用
機
械
の
安
全
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

Q

R
コ
ー
ド
は 

こ
ち
ら
→ 
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全
国
で
は
毎
年
、
熱
中
症
に
よ

り
約
20
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
約

600
人
の
方
が
４
日
以
上
仕
事
を

休
ん
で
い
ま
す
。
松
阪
・
多
気
地
区

で
は
平
成

27
年
に
死
亡
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
３
年
に
お
け
る
松
阪
・
多

気
地
区
の
熱
中
症
に
よ
る
労
災
給

付
件
数
は
６
件
で
し
た
。 

 

本
年
も
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で

の
期
間
を
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
ク

ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

と
し
、
取
組
の
徹
底
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
、
熱
中
症
の

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
こ
ち
ら
↓ 

 

新
入
者
安
全
衛
生
教
育
を
実
施
し
ま
し
ょ
う 

～
未
熟
練
労
働
者
の
災
害
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
～ 

  

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
の
管
内

事
業
場
を
対
象
に
、
松
阪
労
働
基
準

協
会
に
よ
り
、
４
月
12
日
、
13
日
、

14
日
、
15
日
、
21
日
の
５
日
間
、

「
新
入
者
安
全
衛
生
教
育
」
が
開
催

さ
れ
、
計
183
人
の
新
入
者
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

６
時
間
に
わ
た
っ
て
、
職
場
の
安

全
衛
生
管
理
、
安
全
な
仕
事
の
進
め

方
、
健
康
管
理
等
の
科
目
に
つ
い
て

講
義
が
あ
り
、
参
加
者
は
新
入
者
と

し
て
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
の
松
阪
署
管
内
に
お

け
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数

は
249
人
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
経

験
期
間
３
年
未
満
の
未
熟
練
労
働

者
が
96
人
（
38.6
％
）
と
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。 

５月 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開して
います。（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

 
20
代
だ
け
で
な
く
各
年
齢
で
仕

事
や
職
場
に
不
慣
れ
な
う
ち
に
被

災
す
る
こ
と
が
多
く
、
年
齢
に
限
ら

ず
新
規
採
用
者
等
の
安
全
衛
生
教

育
が
重
要
で
す
。 

  

未
熟
練
労
働
者
が
理
解
す
べ
き
・

身
に
付
け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト 

①
職
場
に
は
様
々
な
危
険
が
あ
る

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と 

②
「
か
も
し
れ
な
い
」
で
危
険
の
意

識
を
も
つ
こ
と 

③
災
害
防
止
の
基
本
を
身
に
着
け

る
こ
と
（
正
し
い
作
業
服
装
の
着

用
・
作
業
手
順
の
励
行
・
４
Ｓ
・

５
Ｓ
の
励
行
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
活

動
・
危
険
予
知
訓
練
・
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
・
危
険
の
見
え
る

化
・
安
全
な
作
業
の
基
本
（
各
種

災
害
防
止
対
策
）） 

④
異
常
事
態
発
生
時
や
労
働
災
害

発
生
時
の
対
応
を
理
解
す
る
こ
と 
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松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

 

働
く
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
職
場
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
次
の

対
策
に
要
し
た
費
用
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。 

①
働
く
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
の
費
用 

②
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
に
係
る
費
用 

③
健
康
や
体
力
状
況
等
の
把
握
に
関
す
る
費
用 

④
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
に
関
す
る
費
用 

 

制
度
詳
細
・
Ｑ
＆
Ａ
は
こ
ち
ら
↑ 

 

問
合
先
：
一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会 

 
 

 
 

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
事
務
セ
ン
タ
ー 
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令
和
４
年
４
月
末
速
報 

死
傷
者
数
は
前
年
同
期

よ
り
11
人
増
加 

 

４
月
末
現
在
に
お
け
る
休
業
４
日
以
上

の
死
傷
者
数
は
68
人
で
、
前
年
同
期
よ
り

11
人
（
19.3
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

業
種
別
で
は
、
製
造
業
が
１
８
人
で
、
前

年
同
期
よ
り
７
人
（
63.6
％
）
増
加
、
林
業

が
３
人
で
、
前
年
同
期
よ
り
２
人
（
200
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、「
転
倒
」
が
12
人
、

次
い
で
「
墜
落
・
転
落
」
が
11
人
と
な
っ

て
お
り
、
腰
痛
等
の
「
動
作
の
反
動
・
無
理

な
動
作
」
が
10
人
と
続
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
昨
年
も
死
傷
災
害
が
多
か
っ
た
事
故
の

型
の
た
め
、
重
点
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

令
和
４
年
度
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
の
ご
案
内 

転倒災害防止チェックリスト 
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死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー 

２
４
０
松
阪
＆
多
気 

松
阪
労
働
基
準 

監
督
署
の
管
内
の 

食
料
品
製
造
業
を 

対
象
に
、「
食
料
品 

製
製
造
業
に
お
け
る
転
倒
、
は
さ
ま

れ
・
巻
き
込
ま
れ
災
害
の
防
止
に
関
す

る
研
修
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
４
月

30
日
ま
で
の
食
料
品
製
造
業
に
お
け
る

労
働
災
害
発
生
状
況
が
昨
年
同
期
と
比

較
し
て
50
％
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
職
場
で
の
危
険
個
所
や
使
用
す

る
機
械
の
安
全
化
、
作
業
手
順
の
周

知
・
把
握
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し

た
。 労

働
災
害
の
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
優

先
順
位
は
下
欄
の
図
の
と
お
り
、
作
業

方
法
の
変
更
等
が
行
え
な
い
場
合
は
機

械
の
安
全
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

機
械
の
安
全
化
の
例
と
し
て
は
、
覆

い
、
囲
い
等
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と 

 

③
安
全
旗
の
掲
揚
、
標
語
の
掲

示
、
講
演
会
等
の
開
催
、
安
全

関
係
資
料
の
配
布
等
の
他
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
た
自
社

の
安
全
活
動
等
の
社
会
へ
の
発

信 

④
労
働
者
の
家
族
へ
の
職
場
の
安

全
に
関
す
る
文
書
の
送
付
、
職

場
見
学
等
の
実
施
に
よ
る
家
族

の
協
力
の
呼
び
か
け 

等 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
急
が

ず
焦
ら
ず
怠
ら
ず
に
、
安
全
に
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

全
国
安
全
週
間
準
備
期
間
（
6
月
1
日
～
6
月
30
日
） 

全
国
安
全
週
間
は
、
「
人
命
尊

重
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、

「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災

害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一

般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活

動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的

に
、
昭
和
３
年
か
ら
一
度
も
中
断

す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年

で
95
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

 

全
国
安
全
週
間
（
７
月
１
日
～

７
月
７
日
）
及
び
準
備
期
間
（
６

月
）
に
実
施
す
る
事
項
は
、 

①
安
全
大
会
等
で
の
経
営
ト
ッ
プ

に
よ
る
安
全
へ
の
所
信
表
明
を

通
じ
た
関
係
者
の
意
思
の
統
一

お
よ
び
安
全
意
識
の
高
揚 

②
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
職
場

の
総
点
検
の
実
施 

 

～ 

安
全
は 
急
が
ず
焦
ら
ず
怠
ら
ず 

～ 

実
施
要
綱
は

こ
ち
ら
↓ 

食
料
品
製
造
業
の 

労
働
災
害
防
止
研
修
会 

な
り
、
そ
の
ほ
か
光
線
式
安
全
装
置
や
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
式
安
全

装
置
の
取
付
け
に
よ
っ
て
、
危
険
箇
所
に
身
体
の
一
部
が
入
ら
な

い
よ
う
に
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
安
全
装
置
の
事
例
に
つ
い
て

は
左
QR 

コ
ー
ド
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

転
倒
災
害
は
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
が
「
滑
り
」「
つ
ま
ず
き
」

「
踏
み
外
し
」
の
３
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
転
倒
災
害
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
4S
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
）
に
取

組
む
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
場
内
の
4S
取

組
み
状
況
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協

会、建設業労働災害防止協会三重県松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、

松阪・多気の未就学児から、令和３年７月１日から９月 10 日まで募集し、多数のご応募をいただきました。 

 松阪安衛月報では、令和４年１月号から順次、応募作品の一部を紹介しています。 

ロールボックスパレットによる災害が発生しています！！ 
 

５
月
末
現
在
に
お
け
る
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
者
数
は
82
人
で
、
前
年
同
期
よ
り
２
人

（
2.5
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

業
種
別
で
は
、
運
輸
交
通
貨
物
取
扱
業
が

10
人
で
、
前
年
同
期
よ
り
３
人
（
23.1
％
）

減
少
し
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉
施
設
で
は
11

人
で
前
年
同
期
よ
り
３
人
（
37.5
％
）
増
加
し

て
い
ま
す
。 

 

運
輸
交
通
貨
物
取
扱
業
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
の
小
売
業
に
お
い
て
、
ロ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
（
カ
ゴ
車
）
に
激
突
さ
れ

た
等
の
災
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
は
、
一
度
に

多
く
の
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
可
能
で
、
キ
ャ

ス
タ
ー
に
よ
っ
て
小
回
り
が
利
く
こ
と
か
ら

便
利
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
傾
き
の

あ
る
箇
所
（
場
所
）
で
は
直
進
し
づ
ら
く
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
転

倒
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
左
の
QR
コ
ー
ド

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

安
全
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 
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松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

QR
コ
ー
ド
は

こ
ち
ら 
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津
気
象
台
で
観
測
し
た
過
去
の
デ
ー
タ
で

は
、
令
和
４
年
６
月
の
最
高
気
温
は
36.5
℃
（
７

月
13
日
時
点
）
で
、
昨
年
の
令
和
３
年
６
月
の

最
高
気
温
の
31.8
℃
と
比
較
し
て
も
、
早
い
時
期

か
ら
猛
暑
日
（
最
高
気
温
が
35.0
℃
以
上
）
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
熱
中
症
対
策

と
し
て
は
塩
分
と
水
分
補
給
が
必
要
不
可
欠

で
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
る
前
か
ら
水
分
を
補
給

す
る
な
ど
、
水
分
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
、
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
に
応
じ
て
休
憩
時
間
を
増
や
す
・
作

業
を
中
止
す
る
な
ど
の
基
準
を
設
け
、
実
際
に

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が
基
準
に
該
当
し
た
場
合
は
労
働

者
等
に
声
掛
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

実
際
に
、
熱
中
症
を
疑
う
症
状
が
出
た
労
働

者
等
が
い
た
場
合
は
、
症
状
ご
と
に
応
急
処
置

の
内
容
が
異
な
る
た
め
、
慌
て
ず
に
適
切
な
処

置
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
処
置
の
内
容
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

☀
熱
中
症
対
策
！！
屋
外
・
屋
内
問
わ
ず
水
分
補
給 

💦
 

～

な
ど
の

分
を
摂
取
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
～ 

小
売
業
、
社
会
福
祉
施
設
の 

労
働
災
害
防
止
研
修
会 

～
転
倒
災
害
・
腰
痛
の
防
止
～ 

全国安全週間（７月１日～７月７日） 
労働災害防止と安全意識の向上の広報活動を実施 

６
月
14
日
、
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
の
管
内
の
小
売
業

及
び
社
会
福
祉
施
設
を
対
象
に
「
小
売
業
、
社
会
福
祉
施
設

に
お
け
る
転
倒
災
害
、
腰
痛
の
防
止
に
関
す
る
研
修
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
）
に
発
生
し
た
当
署
管
内
の
労
働
災
害
発
生
件
数
の
う

ち
、
当
該
業
種
で
発
生
し
た
労
働
災
害
件
数
が
小
売
業

（
26
件
）
、
社
会
福
祉
施
設
（
26
件
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件

数
は
全
件
数
の
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
売
業

は
26
件
の
う
ち
転
倒
11
件
（
42.3
％
）
、
動
作
の
反
動
・
無

理
な
動
作
４
件
（
15.3
％
）
で
、
社
会
福
祉
施
設
で
は
26
件

の
う
ち
転
倒
５
件
（
38.4
％
）
、
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作

４
件
（
30.7
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
転
倒
及
び
動
作
の
反
動

等
の
事
故
の
型
は
、
小
売
業
と
社
会
福
祉
施
設
で
は
高
い
割

合
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
Ｓ
活
動
を
積
極
的

に
実
施
す
る
な
ど
転
倒
や
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
に
よ

る
労
働
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

小
売
業
や
社
会
福
祉
施
設
で
は
、
体
勢
が
前
か
が
み
の
状

態
で
重
い
商
品
を
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
・
介
護
利
用
者
の
移

乗
介
助
に
よ
っ
て
、
腰
痛
に
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
腰
痛
予
防
と
し
て
「
人
を
抱
え
上
げ
る
作
業
は
、
原

則
、
人
力
で
行
わ
せ
な
い
」
と
い
っ
た
福
祉
用
具
を
活
用
す

る
（
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
原
則
）
を
導
入
す
る
な
ど
腰
へ
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

６
月
30
日
、
松
阪
労
働
基
準

監
督
署
は
、
松
阪
労
働
基
準
協

会
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
三
重
県
支
部
松

阪
分
会
と
合
同
で
、
全
国
安
全

週
間
に
関
す
る
広
報
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

広
報
活
動
は
、
広
報
車
を
利

用
し
て
労
働
災
害
防
止
と
安
全

意
識
の
向
上
に
関
す
る
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
行
う
と
い
っ
た
試
み

で
、
松
阪
中
核
工
業
団
地
等
を

巡
回
し
ま
し
た
。 

熱中症予防のための
情報・資料サイト 

📣 

 

📣 
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▶「見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト」（共催：松阪労働基準協

会、建設業労働災害防止協会三重県松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、

松阪・多気の未就学児から、令和３年７月１日から９月 10 日まで募集し、多数のご応募をいただきました。 

 松阪安衛月報では、令和４年１月号から順次、応募作品の一部を紹介しています。 

 

令和４年６月末速報 死傷者は前年同期より７人増加  

～「はさまれ・巻き込まれ」災害について～ 

 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 
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松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

 

令
和
４
年
６
月
末
速
報
の
労
働 

災
害
の
事
故
の
型
別
で
は
「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込

ま
れ
」
が
９
件
、
「
切
れ
・
こ
す
れ
」
が
７
件
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
製
造
業
で
発
生
し
た
件

数
は
そ
れ
ぞ
れ
５
件
（
合
計
10
件
）
で
す
。
ま

た
、
製
造
業
全
体
で
発
生
し
た
労
働
災
害
は
28

件
で
す
が
、
「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
「
切

れ
・
こ
す
れ
」
が
占
め
る
割
合
は
35.7
％
で
す
。 

 

製
造
業
で
の
「
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
」
に

よ
る
災
害
の
原
因
は
、
運
転
中
に
機
械
の
掃
除
等

を
行
う
・
覆
い
や
囲
い
が
機
械
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
な
い
ま
ま
作
業
を
行
っ
た
な
ど
が
あ
り
、
災

害
の
原
因
の
要
素
と
し
て
労
働
者
の
不
安
全
行

動
・
機
械
が
不
安
全
な
状
態
だ
っ
た
等
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
災
害
の
要
素
で
あ
る
「
不
安
全
行
動
・

機
械
の
不
安
全
な
状
態
」
に
隠
れ
て
い
る
危
険
性

に
つ
い
て
労
使
双
方
が
十
分
に
把
握
し
き
れ
て
い

な
か
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
危
険
予
知
活
動
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
機
械
の
不
安
全
な
状

態
が
ど
う
い
っ
た
状
態
な
の
か
を
知
っ
て
い
る
・

覚
え
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
「
機
械

の
ベ
ル
ト
が
見
え
て
い
て
巻
き
込
ま
れ
そ
う
」
や

「
金
属
を
裁
断
す
る
刃
が
手
の
近
く
に
あ
っ
て
危

な
い
」
な
ど
、
初
め
て
動
力
機
械
を
使
用
す
る
と

き
に
感
じ
た
緊
張
感
を
思
い
出
し
て
、
初
心
を
忘

れ
ず
に
安
全
に
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
場
で

発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
災
害
を
一
つ
ず
つ
無
く

し
て
い
く
よ
う
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。 

令
和
４
年
も
「
は
た
ら
く
ひ

と
」
の
イ
ラ
ス
ト
ま
も
な
く
募

集
し
ま
す
！！ 
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熱
中
症
予
防
に
留
意
し
た
「
換
気
の
悪
い
密
閉
空

間
」
を
改
善
す
る
た
め
の
換
気
の
方
法 

  

換
気
機
能
の
な
い
冷
暖
房
設
備
（
循
環
式
エ
ア
コ
ン
）

し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
い
商
業
施
設
等
の
場
合
、
外
気
温

が
高
い
と
き
に
、
必
要
換
気
量
を
満
た
す
た
め
の
換
気

（
30
分
ご
と
に
１
回
、
数
分
間
窓
を
全
開
に
す
る
）
を
行

う
と
、
ビ
ル
管
理
法
で
定
め
る
居
室
内
の
温
度
お
よ
び
相

対
湿
度
の
基
準
（
28
度
以
下 

・
70
％
以
下
）
を
維
持
で

き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
要
因
の
一

つ
で
あ
る
「
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
」
を
改
善
す
る
た
め

の
換
気
と
、
熱
中
症
予
防
を
両
立
す
る
た
め
、
以
下
の
点

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 🔶

窓
を
開
け
て
換
気
す
る
場
合
の
留
意
点 

 

□ 

居
室
の
温
度
及
び
相
対
湿
度
を
28
℃ 

以
下
及
び
70
％
以
下
に
維
持
で
き
る
範
囲 

内
で
、
２
方
向
の
窓
を
常
時
、
で
き
る
だ
け
開
け
て
、
連

続
的
に
室
内
に
空
気
を
通
す
こ
と
。 

 

□ 

居
室
の
温
度
及
び
相
対
湿
度
を
28
℃
以
下
及
び

70
％
以
下
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
窓
を
十
分
に
開

け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
窓
か
ら
の
空
気
と
併
せ
て
、
可
搬

式
の
空
気
清
浄
機
を
併
用
す
る
こ
と
は
換
気
不
足
を
補

う
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
。 

 
９
月
は
全
国
労
働
衛
生
週
間 

準
備
期
間
で
す 

 
 

 

～
あ
な
た
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康
職
場
～ 

 

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
「
国
民
の
労
働
衛
生
に
関
す
る
意

識
を
高
揚
さ
せ
、
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的
労
働
衛
生
管
理

活
動
を
通
じ
た
労
働
者
の
健
康
確
保
」
を
目
的
に
、
昭
和
25

年
の
第
１
回
実
施
以
来
、
今
年
で
第
73
回
を
迎
え
ま
す
。 

 

全
国
労
働
衛
生
週
間
（
10
月
１
日
～
10
月
７
日
）
及
び
準

備
期
間
に
実
施
す
る
事
項
は
、 

①
事
業
者
又
は
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
に
よ
る
職
場
巡
視 

②
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
及
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
の
掲
示 

③
有
害
物
の
漏
え
い
事
故
、
酸
素
欠
乏
症
等
に
よ
る
事
故
等

緊
急
時
の
災
害
を
想
定
し
た
実
地
訓
練
等
の
実
施 

④
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
総
合
対
策
に

関
す
る
事
項 

⑤
「
労
働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
」
等
に

基
づ
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項 

 
 

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

労
働
衛
生
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
、
化
学
物
質
等

の
有
害
物
を
取
り
扱
う
業
種
以
外
に
も
広
く
当
て
は
ま
る
事

項
が
含
ま
れ
ま
す
。
労
働
者
が
快
適
な
職
場
で
働
く
た
め
に

必
要
な
要
素
の
た
め
、
こ
れ
を
機
に
事
業
場
の
労
働
衛
生
に

関
す
る
取
組
み
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 要綱は

こちら

↓ 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
こ
と 

  

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
は
、
直
訳
す
る
と
「
こ
こ
ろ
の
健

康
」
の
こ
と
で
、
昨
今
、
職
場
環
境
・
人
間
関
係
に
よ
っ
て

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
状
態
が
良
好
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
（
仕
事

の
量
・
質
の
負
担
・
身
体
的
負
担
や
対
人
関
係
な
ど
）
や
私

生
活
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
の
う
ち
仕
事
の
量
が
多

い
こ
と
（
過
重
・
長
時
間
労
働
）
に
つ
い
て
は
、
う
つ
病
等

の
メ
ン
タ
ル
不
調
の
み
な
ら
ず
、
脳
・
心
臓
疾
患
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
も
医
学
的
知
見
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

🔶

ス
ト
レ
ス
の
予
防
に
つ
い
て 

 

ス
ト
レ
ス
要
因
に
対
す
る
耐
性
（
ス
ト
レ
ス
耐
性
） 

は
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
、
ス
ト
レ
ス 

対
処
の
方
法
に
つ
い
て
も
個
人
差
が
あ 

る
も
の
の
、
基
本
を
押
さ
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
予
防
は
、
①
休
養
、
②
睡
眠
、
③
運
動
、
④
食

事
等
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
睡
眠
に
関
し
て
は
厚
生

労
働
省
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
」
を
参
考
に
、

食
事
に
つ
い
て
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
１
日
３
回

と
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

  🔶

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
導
入
に
つ
い
て 

 

８
月
25
日
と
29
日
、
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
に
て
研
修

会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
場
合
は
当
署
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

睡眠指針は 
コチラ↓ 

ﾘｰﾌﾚｯﾄは
コチラ↓ 
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これらは昨年の応募作品です。今年もたくさんの応募をお待ちしています。 
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２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

未就学児を対象に、令和４年「はたらくひと」のイラスト募集中です!! 
～見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト～ 

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

 
令和４年７月末速報 死傷者数は前年同期より６人増加の 131 人 

～足場の組立て作業等における物の落下防止について～ 

 

事
故
の
型
別
に
お
け
る
「
飛
来
・
落
下
」
に

つ
い
て
、
災
害
発
生
件
数
全
体
に
占
め
る
割
合

は
９
件
（
6.9
％
）
と
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過

去
２
年
間
の
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
期
間

で
見
る
と
、
毎
年
同
程
度
の
割
合
で
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
飛
来
・
落
下
の
労
働
災
害
の

例
と
し
て
、
「
ロ
ッ
カ
ー
等
の
上
に
重
量
物
を

載
せ
て
保
管
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
物
が
落

下
し
、
労
働
者
に
ぶ
つ
か
っ
た
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
改
善
策
と
し
て
は
整
理
整
頓
が

有
効
で
、
高
さ
180

ｃｍ
以
上
（
人
の
身
長
の
高

さ
程
度
）
の
箇
所
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。 

 

ま
た
、
物
の
落
下
に
関
し
て
は
、
ど
の
業
種

に
お
い
て
も
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
重
要
な
の
は
建
設
業
で
す
。
建
設

現
場
で
は
、
高
さ
２
ｍ
以
上
の
場
所
・
箇
所
で

作
業
す
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
場
所
・
箇
所
で

作
業
を
行
う
た
め
に
足
場
材
（
単
管
や
ク
ラ
ン

プ
等
）
を
用
い
て
足
場
を
組
立
て
、
又
は
解
体

を
行
い
ま
す
。
足
場
材
等
を
上
げ
る
、
又
は
下

ろ
す
と
き
は
、
原
則
、
つ
り
袋
等
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
物
の
落
下
に
よ
る
労
働
者
に
危
険
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
564
条
第
１
項
第
５

号
）
。
物
の
上
げ
下
ろ
し
に
は
十
分
に
気
を
つ

け
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

募
集
内
容
の
詳
細
、 

用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は 

こ
ち
ら
→ 
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職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

対
策
導
入
に
か
か
る
研
修 

を
実
施
し
ま
し
た 

  

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
何
か
し
ら
の
健
康
障
害

を
抱
え
て
い
る
労
働
者
数
は
、
事
業
場
全
体
の
約
10
％
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
導
入
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
の
実
施
、
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
「
こ
こ
ろ
の
耳
・

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
活

用
し
た
セ
ル
フ
ケ
ア
・
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
研
修
に
よ
る
管
理

監
督
者
の
知
識
付
与
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
場
外

資
源
に
よ
る
ケ
ア
（
EAP
：
従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
機
関
）

な
ど
を
活
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。 

 

セ
ル
フ
ケ
ア
は
、
労
働
者
自
身
が
行
う
ケ
ア
で
あ
り
、

適
度
な
運
動
を
す
る
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
、
呼
吸
法
（
リ

ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
う
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま

す
。 

 

ラ
イ
ン
ケ
ア
は
、
管
理
監
督
者
が
積
極
的
傾
聴
法
等
を

用
い
て
部
下
が
話
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
い
っ
た

も
の
で
す
が
、
当
然
に
、
管
理
監
督
者
自
身
も
セ
ル
フ
ケ

ア
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

  

松
阪
・
多
気
地
区
の
第
三
次
産
業
に
お
け
る
自
主
的
な
安

全
衛
生
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、『
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン

ダ
ー
240
松
阪
＆
多
気
「
第
三
次
産
業
・
ゼ
ロ
災
運
動
100
」』

を
企
画
し
、
左
記
の
期
間
、
無
災
害
に
挑
戦
す
る
事
業
場
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
実
施
要
綱 

①
実
施
期
間 

令
和
４
年
９
月
20
日
～
12
月
28
日 

（
歴
日
数
で
100
日
間
） 

②
参
加
資
格 

・
松
阪
市
又
は
多
気
郡
に
所
在
す
る
事
業
場 

・
経
営
首
脳
が
趣
旨
に
賛
同
し
、
労
使
協
調
の
上
、
労
働

災
害
防
止
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と 

等 

◆
企
画
の
趣
旨 

 
 

松
阪
・
多
気
地
区
に
お
け
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者

数
が
平
成
24
年
及
び
26
年
に
最
少
242
人
を
記
録
し
て

以
降
、
概
ね
260
人
台
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
及
び
第
三

次
産
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
件
数
が
過
去
10
年
間

で
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
以
降
で
は
100

人
を
超
え
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働

災
害
防
止
の
た
め
に
必
要
な
「
労
使
双
方
の
安
全
・
衛
生

に
関
す
る
意
識
」
を
喚
起
す
る
た
め
に
行
う
も
の
。 

 
 

実
施
期
間
中
に
は
、
全
国
労
働
衛
生
週
間
（
10
月
１
日

～
７
日
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
労
働
安
全
・
衛
生
に
関
す

る
規
定
の
見
直
し
や
作
業
内
容
の
確
認
等
を
行
い
ま
し

ょ
う
。 

 

『
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ
ー
240
松
阪
＆
多
気 

「
第
三
次
産
業
・
ゼ
ロ
災
運
動
100
」』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
集
及
び
実
施
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
集
及
び
実
施
に
つ
い
て 

↓「こころの耳」 

はコチラ 

研修会の様子 

コッコロー 

 

転 
 

 
 

倒 

10
月
10
日 

は

「
転
倒
予
防
の
日
」 

 

10
月
10
日
は
日
本
転
倒
予
防
学
会
が
制
定
す
る
「
転
倒
予

防
の
日
」
で
す
。
令
和
４
年
８
月
末
時
点
に
お
け
る
松
阪
労
働

基
準
監
督
署
管
内
の
事
業
場
に
お
い
て
発
生
し
た
転
倒
に
よ

る
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
数
は
、
36
件
（
全
体
の
労
働

災
害
発
生
件
数
の
25.3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

転
倒
災
害
が
発
生
し
て
い
る
業
種
の
傾
向
は
、
小
売
業
、
社

会
福
祉
施
設
が
含
ま
れ
る
第
三
次
産
業
が
一
番
多
く
、
食
料

品
製
造
業
等
の
製
造
業
が
２
番
目
に
多
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

転
倒
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
３
つ
の
転
倒
予
防
（
整
理 

整
頓
・
清
掃
・
運
動
）
を
行
い
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
転
倒
災 

害
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
転
倒
予
防
の
た
め
に
適
切
な
靴
を
選 

ぶ
こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
な
っ
て
い
ま 

す
。 

『転倒予防のた

めに適切な「靴」

を選びましょ

う』↓ 

 

 

 

 

 

 

 

STOP! 転 倒 災

害チェックリス

ト  ↓ 
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３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

 
令和４年８月末速報 死傷者数は前年同期より５人減少の 142 人 

～三重県産業安全衛生大会の案内～ 

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前
年
同
期
よ
り

５
人
減
少
し
、
142
人
（
3.4
％
減
少
）
と
な
り
、 

事
故
の
型
別
で
比
較
す
る
と
転
倒
災
害
の
件
数
が

42
人
か
ら
36
人
へ
減
少
（
16.6
％
減
少
）
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
年
に
お
い
て
10
月
か
ら

12
月
ま
で
に
か
け
て
他
の
月
と
比
べ
る
と
労
働

災
害
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
焦
ら
ず
に
安
全
に
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

 ★
三
重
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す 

令
和
4
年
10
月
4
日
（
火
）
13
時
よ
り 

  

三
重
労
働
局
で
は
、
県
下
の
労
働
災
害
防
止
団

体
等
と
の
共
催
に
よ
り
、
安
全
衛
生
大
会
を
開
催

し
ま
す
。 

 

【
内
容
】 

・
三
重
労
働
局
長
、
災
害
防
止
団
体
等
に
よ
る
安

全
衛
生
優
良
事
業
場
等
の
表
彰 

・
特
別
講
演
「
し
な
や
か
な
現
場
力
で
事
故
を
防

ぐ
～
レ
ジ
リ
ン
ス
と
チ
ー
ミ
ン
グ
～
」 

 

講
師 

株
式
会
社
安
全
研
究
所
技
術
顧
問
・ 

 
 

 
 

立
教
大
学
名
誉
教
授 

芳
賀 

繁 

氏 

【
申
込
方
法
】 

 

大
会
専
用
申
込
書
に
よ
り
、
9
月
16
日
（
金
）

ま
で
に
、
各
地
区
の
労
働
基
準
協
会
あ
て
、
FAX
ま

た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
お
問
合
せ
】 

 

一
般
社
団
法
人
三
重
労
働
基
準
協
会
連
合
会 

電
話 

0
5

9
-
2

2
7

-
1

0
5

1
 

 
未就学児を対象に、令和４年「はたらくひと」のイラスト募集を行いました！！ 

～見た人（はたらくひと）が今日もケガなく安全に働いて帰ろうと思えるイラスト～ 

これらは昨年の作品です。今年も応募ありがとうございました。 

ちりょうさ 
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松
阪
安
衛
月
報 

 
松阪労働基準監督署 
TEL0598-51-0015 

 

 

化
学
物
質
に
係
る
管
理
に
つ
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
関
す
る
政
令
（
安
衛
令
）
及
び
省
令
（
安
衛
則
・
有
機

則
・
特
化
則
・
鉛
則
・
粉
じ
ん
則
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
右
の
政
令
及
び
省
令
で
定
め
る
化
学
物
質
に

対
し
個
別
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
規
制
し
て
い

ま
す
が
、
規
制
外
の
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
措

置
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
。
規
制
外
の
化
学
物
質
に
よ
る
労

働
災
害
は
化
学
物
質
に
よ
る
労
働
災
害
の
８
割
を
占
め

て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
措
置
義
務
対
象
を
拡
大
し
、

Ｇ
Ｈ
Ｓ
分
類
に
よ
り
危
険
性
が
確
認
さ
れ
た
全
て
の
物

質
に
つ
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｓ
交
付
義
務
化
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
実
施
義
務
化
、
ば
く
露
提
言
措
置
等
を
行
う
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。 

 
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
11
月
に
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
及
び
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
っ
た
取
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
主
に
過
労
死
等
を
な
く
す
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
過
重
・
長
時
間
労
働
の
削
減
に
つ
い
て
監
督
指
導
及

び
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

過
重
・
長
時
間
労
働
の
削
減
は
、
労
働
安
全
・
衛
生
に
係
る

対
策
を
樹
立
す
る
に
あ
た
っ
て
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
過
重
・
長
時
間
労
働
の
労
働
者
は
、
睡
眠
時
間
を
十
分

に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
集
中
力
が
低
下
し
、
不
安
全
行

動
を
行
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
機
械

の
整
備
中
、
カ
バ
ー
を
外
し
た
刃
部
・
回
転
部
（
不
安
全
な
状

態
）
に
手
を
入
れ
て
し
ま
う
な
ど
に
よ
り
労
働
災
害
が
発
生

す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

過
重
・
長
時
間
労
働
を
行
わ
せ
た
労
働
者
に
対
し
て
は
、
長

時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
時
間
外
・

休
日
労
働
時
間
数
が
80
時
間
を
超
え
る
長
時
間
労
働
が
認
め

ら
れ
、
か
つ
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
労
働
者
か
ら
医
師

に
よ
る
面
接
指
導
等
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
面
接
指
導

を
遅
滞
な
く
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
（
安
衛
法
第
66
条
の

８
）、
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
数
が
60
時
間
を
超
え
る
な
ど
、

あ
る
一
定
の
時
間
を
超
え
て
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
を
行

っ
た
労
働
者
に
つ
い
て
も
労
働
者
か
ら
の
申
出
な
く
、
医
師

に
よ
る
面
接
指
導
等
を
行
う
な
ど
の
取
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス 

制
作
本
部 

三
重
労
働
局
長
賞
奨
励
賞 

社
会
福
祉
法
人
松
阪
市
社
会

福
祉
協
議
会
松
阪
支
所 

三
重
労
働
局
長
賞
努
力
賞 

 

 

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
及
び 

 

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て 

新
た
な
化
学
物
質
規
制
の
導
入
に

つ
い
て
（
QR
コ
ー
ド
）
↓ 

 

   
 

令
和
４
年
10
月
４
日
、
三
重
県
文
化
会
館
に
て
三
重
県

産
業
安
全
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、
松
阪
労
働
基
準
監
督

署
管
内
の
２
事
業
場
（
奨
励
賞
：
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
制
作
本
部
、
努
力
賞
：
社
会
福
祉
法
人
松
阪
市
社
会
福

祉
協
議
会
松
阪
支
所
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

各
事
業
場
の
取
り
組
み
の
一
部
と
し
て
、
奨
励
賞
は
①

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
計
画
に
基
づ
き
リ
ス
ク
低
減

措
置
を
計
画
的
・
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
②
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
K

Y

K
活
動
、
７
S
活
動
な
ど
を
通
し

て
労
働
者
の
安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
努

力
賞
は
①
腰
に
負
担
の
少
な
い
介
護
手
法
の
推
進
、
腰
痛

予
防
研
修
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
腰
痛
予
防
を
図
っ
て
い

る
こ
と
、
②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
参
加
を
通
し
た
健
康

保
持
増
進
活
動
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
等
々
が
主
た
る
表

彰
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

         

そ
の
他
の
三
重
労
働
局
長
賞
表
彰
事
業
場 

に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。 

 

三
重
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

 
職
場
に
お
け
る 

新
た
な
化
学
物
質
規
制
の
導
入 
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翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

令和４年９月末速報 死傷者数は前年同期より３人減少の 163 人 

べ
て
の
事
業
場
に
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
30

日
ま
で
使
用
し
て
い
た
定
期
健
康
診
断
結
果
報
告
で
は
な

く
、
新
様
式
を
使
用
し
て
報
告
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
定
期
健
康
診
断
結
果
報
告
等
は
、
専
用
の
機
械
で

読
み
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
、
左
の
手
順
に
沿
っ
て
印
刷
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
※
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
設
定
を
変
え
ず
に
印

刷
し
た
場
合
は
印
字
が
縮
小
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
A

d
o
b
e
 

R
e
a
d
e
r

の
印
刷
機
能
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。 

 A
d
o
b
e
 

R
e
a
d
e
r

の
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
バ
ー
よ
り
「
フ
ァ

イ
ル
（
F
）
」
↓
「
印
刷
（
P
）」
を
選
択 

  

「
印
刷
」
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
『
ペ
ー
ジ
の
拡
大
/
縮
小
』
は
「
な

し
」
を
選
択
し
て
印
刷
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

歯
科
健
康
診
断
の
結
果
報
告
に
つ
い
て 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前
年
同

期
よ
り
３
人
減
少
し
、
163
人
（
2.0
％
減

少
）
と
な
り
、 

業
種
別
で
比
較
す
る
と
土
木
工
事
業
（
３

人
か
ら
８
人
、
167
％
）、
小
売
業
（
16
人

か
ら
23
人
、
44
％
）
増
加
し
、
製
造
業

で
は
（
41
人
か
ら
37
人
、
17
％
）
減
少

し
ま
し
た
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、
依
然
と
し
て
転
倒

に
よ
る
労
働
災
害
が
一
番
多
く
発
生
し

て
お
り
、
39
人
（
全
体
の
24.0
％
）
で
す
。 

 

特
に
、
松
阪
市
・
多
気
郡
内
の
事
業
場

の
う
ち
小
売
業
で
の
転
倒
災
害
が
11
件

（
転
倒
災
害
の
28.2
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
転
倒
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場
面
と
し

て
は
、
雨
天
時
の
店
舗
内
で
滑
っ
て
転

倒
、
呼
び
出
し
に
応
じ
る
た
め
に
走
っ
て

段
差
に
「
つ
ま
づ
く
」
こ
と
で
転
倒
、
生

鮮
売
り
場
で
床
が
濡
れ
て
い
て
滑
っ
て

転
倒
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
災
害
防
止
の
た

め
、
左
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て

い
る
QR
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
倒
し
づ
ら
い
靴

を
着
用
、
靴
底
の
点
検
も
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

令
和
４
年
10
月
１
日
よ
り
、
有
害

な
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に

対
し
、
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
断
を

実
施
し
た
場
合
は
、
事
業
場
の
常
時
使

用
す
る
労
働
者
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
す

歯科健診 QR 
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令
和
２
年
７
月
に
石
綿
則
が
改
正
さ
れ
、
工
事
前
に

石
綿
含
有
の
有
無
を
調
べ
る
事
前
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
吹
付
石
綿
に

加
え
、
石
綿
が
含
ま
れ
る
保
温
材
な
ど
の
除
去
等
の
工

事
を
行
う
場
合
に
は
安
衛
法
第
88
条
に
基
づ
く
計
画

届
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
改
正
石
綿
則
に
係
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和
４
年
11
月

28
日
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

石
綿
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
に
は
、
建
設
業

者
の
み
な
ら
ず
、
発
注
者
の
協
力
も
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
石
綿
除
去
に
係
る
工
事
を
発
注
す
る
場
合
は
、

解
体
や
改
修
対
象
建
築
物
の
石
綿
使
用
の
有
無
に
つ

い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

12

 

 

三
重
労
働
局
で
は
、
毎
年
７
月
及
び
12
月
を
墜
落

災
害
防
止
強
調
月
間
と
し
て
、
建
設
業
の
み
な
ら
ず
、

全
業
種
に
お
け
る
高
所
作
業
（
高
さ
２
ｍ
以
上
の
箇

所
・
場
所
）
、
は
し
ご
・
脚
立
の
使
用
に
よ
る
墜
落
災

害
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
管
内
で
発
生
し
た
墜
落
災
害

発
生
件
数
は
令
和
４
年
10
月
末
現
在
で
36
件
（
全
体

の
18.4
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業
種
別
で
は
建

設
業
・
運
送
業
で
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

の
た
め
、
左
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
た
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
、
職
場
に
お
け
る
墜
落
災
害
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。 

改

正

石

綿

障

害

予

防

規

則 

（
石
綿
則
）
に
係
る
研
修
の
開
催
に
つ
い
て 

最大積載荷重 

↑石綿事前調査報告 
ﾘｰﾌﾚｯﾄはこちら 

 

11
月
７
日
、
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
に
て
、
株

式
会
社
竹
中
工
務
店
名
古
屋
支
店 

ニ
プ
ロ
フ
ァ

ー
マ
伊
勢
工
場
EC
棟
新
築
に
対
し
、
厚
生
労
働
省

労
働
基
準
局
長
建
設
事
業
無
災
害
表
彰
の
授
与
を

行
い
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
12
月
31

日
ま
で
の
工
期
中
、
労
働
災
害
が
発
生
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
す
。 

 

こ
の
表
彰
は
、
左
の
事
項
に
つ
い
て
全
て
該
当

す
る
事
業
で
、
全
工
期
を
通
じ
、
業
務
上
災
害
が
発

生
し
な
か
っ
た
事
業
場
に
対
し
授
与
さ
れ
ま
す
。 

 

①
事
業
の
期
間
（
工
期
）
が
予
定
さ
れ
る
事
業 

 

②
労
働
基
準
法
別
表
第
１
第
３
号
（
土
木
、
建
築 

等
）
に
該
当
す
る
事
業 

 

③
労
働
災
害
補
償
保
険
の
保
険
料
（
概
算
又
は

確
定
）
の
額
が

160
万
円
以
上 

 

現
場
全
体
で
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い 

た
だ
き
、 

無
災
害
を 

達
成
し
た 

場
合
は
、 

申
請
を
ご 

検
討
く
だ 

さ
い
。 

  

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長 

建
設
事
業
無
災
害
表
彰
の
授
与 

厚生労働省労働基準局長 

建設事業無災害表彰授与の様子 

（左：署長、右：事業場担当者） 
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２月
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３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

令和４年 10 月末速報 死傷者数は前年同期より１人増加の 195 人 

 

第
二
回
「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ
ラ
ス
ト
展
示
会 

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は

前
年
同
期
よ
り
１
人
増
加
し
、
195

人
（
0.5
％
増
）、
業
種
別
で
比
較
す

る
と
製
造
業
は
５
人
減
少
し
40
人

（
11.1
％
減
）、
第
三
次
産
業
は
８
人

増
加
し
88
人
（
10.0
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。
中
で
も
小
売
業
は
12
人

増
加
の
29
人
（
70.6
％
増
加
）
で
、

増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
４
年
10
月
に
発
生
し
た
労

働
災
害
の
う
ち
、
脚
立
・
は
し
ご
使

用
時
の
災
害
は
６
人
（
全
体
の

17.6
％
）
で
し
た
。 

 

脚
立
の
使
用
は
、
天
板
の
上
に

立
っ
て
作
業
し
な
い
、
天
板
に
ま

た
が
っ
て
作
業
し
な
い
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
は
し
ご
の
使
用
は
、
は
し

ご
が
転
位
し
な
い
よ
う
措
置
を
行

い
、
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
よ

う
な
作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

 

松
阪
合
同
庁
舎
３
階
に
て
「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ

ラ
ス
ト
応
募
作
品
41
点
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
。 

 

開
催
期
間
は
、
令
和
４
年
11
月
16
日
～
18
日
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）
で
す
。
た
く
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
松
阪
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
展
示
会
の

様
子
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。 

「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ
ラ
ス
ト
活
用
に
つ
い
て 

 

「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ
ラ
ス
ト
は
、
次
号
以
降
順

次
、
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
安
全
意
識
の

高
揚
や
啓
発
の
た
め
の
資
料
な
ど
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。 

第
二
回
「
は
た
ら
く
ひ
と
」
イ
ラ
ス
ト
表
彰
式 

 

令
和
４
年
11
月
15
日
、
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル

に
て
行
い
ま
す
。
表
彰
式
の
様
子
は
、
次
号
（
松

阪
安
衛
月
報
12
月
号
）
と
、
松
阪
署
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
『
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
』

内
で
紹
介
し
ま
す
。 
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右
の
標
語
は
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
も
の
で
、
当
該
無

災
害
運
動
は
、
令
和
４
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
１
月

15
日
ま
で
の
間
、
働
く
人
た
ち
が
年
末
年
始
を
無
事
故
で

過
ご
し
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

い
う
趣
旨
で
取
組
む
も
の
で
す
。 

 

年
末
年
始
は
、
ど
の
業
種
に
お
い
て
も
非
定
常
作
業
を
行

う
こ
と
が
多
く
な
り
、
慣
れ
て
い
な
い
作
業
が
原
因
で
労
働

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
、
安
全
衛
生
活
動
を
強
化
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

実
施
要
領
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

蛍
光
灯
の
取
替
え
作
業
や
清
掃
時
に
よ
く 

使
用
す
る
脚
立
で
の
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏 

ま
え
て
安
全
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

令
和
４
年
11
月
15
日
、
労
働
安
全
衛
生
松
阪
地
区
大
会
に
お
い
て

「
は
た
ら
く
ひ
と
」
の
イ
ラ
ス
ト
入
賞
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
41
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
優
秀
賞
４
作
品
、
佳
作

37
作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

 

優
秀
賞
の
４
作
品
に
つ
い
て
は
、
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
長
賞
、

松
阪
労
働
基
準
協
会
長
賞
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三
重
県
支

部
松
阪
分
会
長
賞
及
び
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三

重
県
支
部
松
阪
分
会
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

上
の
作
品
は
、
松
阪
労
働
基
準
監

督
署
長
賞
を
受
賞
し
た
田
上
蒼
二
郎

さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
。 

 

ま
た
、
全
応
募
作
品
を
あ
し
ら
っ

た
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
事

業
場
に
掲
示
す
る
な
ど
、
安
全
活
動

の
啓
発
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

三
重
労
働
局
Ｈ
Ｐ
（
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー

ト
）
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。 

「

は

た

ら

く

ひ

と

」

の

イ

ラ

ス

ト 

 
 

入

賞

者

表

彰

が

行

わ

れ

ま

し

た 

身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業

労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多

気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛月報では、応募作品を紹介しています。 

松

阪

労

働

基

準

協

会

長

賞 

建

設

業

労

働

災

害

防

止

協

会 

三

重

県

支

部

松

阪

分

会

長

賞 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会 

三

重

県

支

部

松

阪

分

会

長

賞 

三重労働局 HP 

フォトレポート↓ 
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令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

令和４年 11 月末速報 死傷者数は前年同期より１人増加の 222 人 

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前
年

同
期
よ
り
１
人
増
加
し
、
222
人
（
0.45
％

増
）、
業
種
別
で
比
較
す
る
と
製
造
業
は

８
人
減
少
し
45
人
（
15.0
％
減
）、
第
三

次
産
業
は
３
人
増
加
し
99
人
（
3.0
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
増
加
率
が
大

き
い
業
種
は
建
設
業
で
あ
り
、
７
人
増

加
の
32
人
（
28.0
％
増
加
）、
工
事
業
別

で
は
土
木
工
事
が
10
人
増
加
し
、
15
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

建
設
工
事
業
に
係
る
労
働
災
害
例
と

し
て
、
①
重
機
と
の
接
触
、
②
移
動
式
ク

レ
ー
ン
の
つ
り
荷
と
の
接
触
等
が
あ
り

ま
す
が
、
特
に
土
木
工
事
業
の
場
合
、
使

用
す
る
重
機
の
種
類
が
多
く
な
る
た
め

慎
重
に
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

重
機
と
の
接
触
災
害
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
①
重
機
の
走
行
範
囲
及
び
ア

ー
ム
や
ブ
ー
ム
等
の
可
動
範
囲
内
に
労

働
者
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
、
②
重
機
の

運
転
に
つ
い
て
誘
導
者
を
置
き
、
合
図

を
行
わ
せ
、
重
機
の
運
転
者
は
合
図
に

従
う
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
措
置
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

令
和
３
年
に
発
生
し
た
建
設
業
に
お

け
る
労
働
災
害
の
平
均
休
業
日
数
は
約

80
日
、
一
方
で
、
そ
の
他
業
種
に
つ
い

て
は
約
40
日
と
な
っ
て
お
り
、
建
設
業

に
お
け
る
怪
我
の
重
篤
度
が
高
い
状
況

で
す
。
事
業
者
及
び
労
働
者
が
「
安
全
に

作
業
を
行
う
」
と
い
っ
た
意
識
を
も
っ

て
作
業
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

令
和
４
年

月

日
、
改
正
石
綿
障
害
予
防
規
則
に

係
る
研
修
会
を
開
催
し
、
石
綿
の
使
用
の
有
無
に
つ
い

て
請
負
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
事
前
に
調
査
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
石
綿
事
前
調
査
結
果
報
告
シ
ス
テ

ム
の
使
い
方
、
令
和
５
年

月
１
日
以
降
に
着
工
す
る

工
事
現
場
に
つ
い
て
、
有
資
格
者
に
よ
る
事
前
調
査
（
建

築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
等
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と

等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
建
築
物
等
の
解
体
・
改
修
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
石
綿
に
係
る
特
別
教
育
の
実
施
、
石
綿
等
の
取
り

扱
う
業
務
に
つ
い
て
の
作
業
主
任
者
の
選
任
及
び
当
該

作
業
主
任
者
の
職
務
遂
行
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
を
行

い
ま
し
た
。 

 
<

お
願
い> 

 

石
綿
事
前
調
査
結
果
報
告
シ
ス
テ
ム
に
て
「
石
綿
含

有
あ
り
」
と
し
、
吹
付
け
石
綿
、
保
温
材
及
び
被
覆
材

（
い
わ
ゆ
る
レ
ベ
ルⅠ

と
レ
ベ
ルⅡ

建
材
）
に
つ
い
て

除
去
を
行
う
と
い
っ
た
報
告
を
行
っ
た
際
に
は
、
申
請

者
の
自
由
記
載
欄
に
「
建
設
工
事
計
画
届
（
石
綿
除
去

作
業
届
）
の
提
出
予
定
日
」
の
記
載
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
温
材
の
除
去
に
関
し
、
非
石
綿
部
の

切
断
に
よ
る
除
去
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
自
由
記

載
欄
に
当
該
方
法
で
除
去
す
る
旨
の
記
載
を
お
願
い
し

ま
す
。 

石
綿
事
前
調
査
結
果
報
告
シ
ス

テ
ム
（
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
→ 

改
正
石
綿
障
害
予
防
規
則
に
係
る 

研

修

会

を

行

い

ま

し

た 
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松
阪
安
衛
月
報 

１月号 
松阪労働基準監督署 

 

身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業

労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多

気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛月報では、応募作品を紹介しています。 

 
 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
５
年

も
、
管
内
の
全
て
の
働
く
人
達
が
安
全
で
安
心
に
働
く

こ
と
が
出
来
る
労
働
環
境
を
作
る
た
め
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

令
和
４
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
12
月
末
速
報
値
で
は
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災

害
は
令
和
４
年
12
月
末
時
点
で
244
人
と
な
り
、
目
標

値
で
あ
る
年
間
240
人
未
満
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
死
亡
災
害
は
令
和
３
年
に
引
き
続

き
２
年
連
続
で
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

１
年
間
の
起
算
日
は
、
決
算
期
間
や
年
度
な
ど
各
企

業
に
よ
っ
て
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
１
月
と
い
う

の
は
誰
に
と
っ
て
も
一
つ
の
１
年
間
の
始
ま
り
で
あ

り
「
良
い
１
年
に
し
た
い
」
と
心
新
た
に
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。 

 

昨
年
の
安
全
衛
生
活
動
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
是

非
、
令
和
５
年
も
継
続
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
推
進
を

お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
長 

藤
田 

香 

  

を
作
成
し
ま
し
ょ
う 

  

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
経
営
首
脳
の
積
極

的
な
指
揮
の
下
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
確
立
し
、
計
画
的

で
継
続
的
な
安
全
衛
生
管
理
活
動
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
年
間
を
通
し
た
安
全
衛
生
管
理
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
活
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
評
価

し
、
必
要
な
改
善
を
行
い
、
次
の
年
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。 

 

各
事
業
場
に
お
い
て
、
年
間
を
通
じ
た
実
効
性
の
あ
る

安
全
衛
生
管
理
計
画
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者

の
協
力
の
下
、
安
全
衛
生
管
理
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 
な
お
、
令
和
５
年
（
度
）
安
全
衛
生
管
理
計
画
及
び
実
施

結
果
報
告
書
の
様
式
を
、
松
阪
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
（
一
般
用
・
第
三
次
産
業
用
・
建
設
業
用
・
陸

上
貨
物
運
送
業
用
・
林
業
、
木
材
木
製
品
製
造
業
用
の
計
６

業
種
、
一
般
用
・
第
三
次
産
業
用
は
記
入
要
領
も
掲
載
し
て

い
ま
す
）
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

松
阪
署
HP
の
QR
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
↓ 

  

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_ippan.doc
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_ippan.doc
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_sanji.doc
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_sanji.doc
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_kensetsu.docx
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_unsou.docx
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_unsou.docx
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_unsou.docx
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/keikaku_rinzai.docx
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/youryo_ippan.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/youryo_ippan.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/youryo_sanji.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/youryo_sanji.pdf
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１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

令和４年 12 月末速報 死傷者数は前年同期より 13 人増加の 244 人 

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前

年
同
期
よ
り
13
人
増
加
し
、
244
人

（
5.6
％
増
）、
業
種
別
で
比
較
す
る
と

製
造
業
は
５
人
減
少
し
50
人
（
9.1
％

減
）
、
建
設
業
は
10
人
増
加
し
36
人

（
38.5
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
業
種
に
つ
い
て
は
、
道
路
貨

物
運
送
業
が
前
年
同
期
よ
り
10
人
増

加
し
、
43
人
（
30.3
％
増
）
と
な
り
、

同
業
種
の
事
故
の
型
別
内
訳
は
、
①
墜

落
・
転
落
14
人
、
②
動
作
の
反
動
、
無

理
な
動
作
６
人
、
③
転
倒
５
人
と
な
っ

て
お
り
、
墜
落
災
害
の
多
く
は
荷
役
作

業
中
や
洗
車
時
に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

荷
役
作
業
に
か
か
る
安
全
対
策
に

つ
い
て
左
の
QR
コ
ー
ド
よ
り
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 

        

令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
第
14
次

労
働
災
害
防
止
計
画
（
５
か
年
計
画
）

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、重
点
事
項

ご
と
の
具
体
的
取
組
等
が
示
さ
れ
た

際
に
は
、
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

令
和
５
年
の
始
ま
り
を
無
災
害
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
松
阪
署
管
内
の
製
造
業
・
建
設
業

を
対
象
に
『
ゼ
ロ
災
運
動
１
月

２
月

３
月

』
と
題
す
る
無

災
害
運
動
を
呼
び
か
け
、
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

３
月

日
ま
で
の
３
か
月
間
、
無
災
害
に
挑
戦
す
る

事
業
場
を
募
集
し
ま
し
た
。
本
期
間
中
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
は
、
松
阪
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

製

造
業 

・

建
設
業 

 
ゼ
ロ
災
運
動
１
月

２
月

３
月
の
実
施
に
つ
い
て 

松

阪

署

管

内

に

お

け

る 

死

亡

災

害

ゼ

ロ

２

年

連

続 

 

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

月

日
ま
で
の
間
、

松
阪
署
管
内
に
お
い
て
の
死
亡
災
害
は
発
生
せ
ず

に
、
２
年
連
続
死
亡
災
害
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

松
阪
署
管
内
の
労
働
災
害
発
生
状
況
で
は
、
機
械

及
び
設
備
に
よ
る
災
害
よ
り
も
、
労
働
者
の
行
動
に

起
因
す
る
行
動
災
害
（
転
倒
、
動
作
の
反
動
、
無
理
な

動
作
）
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
転
倒
災
害
等
防
止
の
重
要
性
に
関
す

る
教
育
を
実
施
す
る
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
死
亡

災
害
ゼ
ロ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
死
傷
災
害
の
減
少

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

荷
役
作
業
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
の
QR
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
↓ 

https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/0909-1e.pdf
https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/0909-1e.pdf
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に
つ
い
て 

松
阪
安
衛
月
報 

2 月号 
松阪労働基準監督署 

 

身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業

労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多

気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛月報では、応募作品を紹介しています。 

 

松
阪
署
管
内
で
は
、
事
業
場
内
の
通
路
等
で
の
転

倒
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
冬
季
特
有
の

雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
転
倒
災
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。 

 

事
業
場
で
取
組
む
対
策
と
し
て
、
①
凍
結
危
険
箇

所
の
把
握
、
②
凍
結
危
険
箇
所
の
見
え
る
化
（
危
険
マ

ッ
プ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
が
降
っ
た
と
き

に
は
危
険
箇
所
の
凍
結
防
止
、
４
S
（
整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
）
の
徹
底
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

労
働
者
が
取
組
む
対
策
と
し
て
、
①
転
び
に
く
い

歩
き
方
を
行
う
、
②
歩
行
の
際
に
両
手
を
あ
け
る
等

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

転
び
に
く
い
歩
き
方
と
は
・
・
・
小
さ
な
歩
幅
で
、

そ
ろ
そ
ろ
と
歩
く
歩
き
方
「
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
」
で
す
。 

 

体
の
重
心
を
や
や
前
に
お
き
、
で
き
る
だ
け
靴
の

裏
全
体
を
路
面
に
つ
け
る
気
持
ち
で
歩
く
こ
と
を
心

が
け
、
滑
り
に
く
い
靴
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
滑
り
や
す
い
箇
所
（
駐
車
場
・
横
断
歩
道
の

白
線
の
上
・
坂
道
な
ど
）
を
避
け
、
急
が
ず
に
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。 

 

労
働
災
害
ゼ
ロ
（
ゼ
ロ
災
）
達
成
報
告
を
い
た
だ
い
た
事

業
場
は
４
事
業
場
あ
り
ま
し
た
。 

 

令
和
４
年
９
月
20
日
～
同
年
12
月
28
日
ま
で
の
100
日

間
に
お
い
て
、
第
三
次
産
業
を
対
象
に
ゼ
ロ
災
運
動
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
達
成
事
業
場
は
小
売
業
、
社
会
福
祉
施
設

及
び
派
遣
業
と
い
っ
た
多
様
な
業
種
と
な
り
ま
し
た
。 

 

各
業
種
で
重
点
と
す
る
労
働
災
害
防
止
目
標
（
ス
ロ
ー
ガ

ン
）
や
取
組
み
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
労
働
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
危
険
予
知
活
動
（
KY
活
動
）、
労
働
者
同

士
で
の
声
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
自
主
的
に
労
働
災
害
の
危

険
要
因
を
減
ら
す
と
い
っ
た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

達
成
事
業
場
の
取
組
内
容
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
労

働
災
害
防
止
の
た
め
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
て
く
だ
さ

い
。 

 
 

 

松阪労働基準監督署 お知らせ 検 索 
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-
roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html 

第
三
次
産
業
・
ゼ
ロ
災
運
動
100 

～
４
事
業
場
達
成
～ 

上
の
図
は
、
達
成

事
業
場
の
取
組
内

容
、
松
阪
署
管
内
の

第
三
次
産
業
に
お

け
る
災
害
の
動
向

に
関
す
る
資
料
で

す
。 安

全
衛
生
活
動

の
推
進
の
た
め
に

活
用
し
て
く
だ
さ

い
。 資

料
の
QR
コ
ー

ド
は
こ
ち
ら
↓ 

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/001380020.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/001380020.pdf


第 23 号          松 阪 安 衛 月 報     令和５年 2 月 13 日 

  

                              

                          

 

                       

7
25

52
68

82
109

131142
163

195
222

244
258

9 25

38
57 80

102

125

147
166

194 221

231 240 246
249

0

50

100

150

200

250

300

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 翌年

１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

令和５年１月末速報 死傷者数は前年同期より 18 人増加の 258 人 

 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前

年
同
期
よ
り
18
人
増
加
し
、
258
人

（
7.5
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

事
故
の
型
別
で
比
較
す
る
と
、
墜

落
・
転
落
災
害
は
12
人
増
加
、
転
倒
災

害
が
２
人
増
加
、
激
突
さ
れ
災
害
に
つ

い
て
も
13
人
増
加
と
な
り
、
一
方
で
、

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
災
害
は
８
人

減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

業
種
別
・
事
故
の
型
別
で
は
、
墜
落
・

転
落
災
害
の
人
数
が
最
も
増
加
し
た

業
種
は
貨
物
運
送
業
、
転
倒
災
害
の
人

数
が
最
も
増
加
し
た
業
種
は
小
売
業
、

激
突
さ
れ
災
害
の
人
数
が
最
も
増
加

し
た
業
種
は
小
売
業
と
な
り
ま
し
た
。 

 
特
に
、
小
売
業
で
発
生
し
て
い
る
激

突
さ
れ
災
害
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ
る
カ
ゴ

車
）
を
取
扱
っ
て
い
る
と
き
に
、
カ
ゴ

車
が
坂
道
に
よ
っ
て
逸
走
し
激
突
さ

れ
る
、
２
人
作
業
中
に
一
方
の
労
働
者

が
取
扱
い
を
誤
り
激
突
さ
れ
る
な
ど

の
ケ
ー
ス
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。 

ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
の
正

し
い
使
い
方
に
つ
い
て
安
全
教
育
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
を
使

う
前
の
５
つ
の
基
本
チ
ェ 

ッ
ク
リ
ス
ト
は
こ
ち
ら
→ 

労
働
安
全
衛
生
法
第
88
条
に
基
づ
く
計
画
届
の
提
出

に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
に
つ
い
て 

  

危
険
な
機
械
や
設
備
を
設
置
、
移
転
及
び
主
要
構

造
の
変
更
を
行
う
と
き
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署

長
に
対
し
て
設
置
工
事
等
の
計
画
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
届
出
に
あ
た
っ
て
は
次
の
事
項
に

つ
い
て
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

建
設
工
事
計
画
届
の
届
出
に
つ
い
て 

・
①
地
山
の
掘
削
の
作
業
、
②
圧
気
工
法
に
よ
る
作

業
、
③
石
綿
の
除
去
、
④
廃
棄
物
焼
却
炉
・
集
じ

ん
機
の
解
体
、
⑤
土
石
採
取
、
⑥
坑
内
掘
り
に
よ

る
土
石
採
取
に
つ
い
て
は
、
当
該
作
業
に
限
ら
ず

に
、
関
係
す
る
仕
事
全
体
に
つ
い
て
の
計
画
を
届

け
出
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

 「
建
設
等
を
し
よ
う
と
す
る
建
設
物
等
の
概
要
を

示
す
図
面
」
に
つ
い
て 

・
当
該
建
設
物
等
の
平
面
図
、
立
面
図
等
を
い
う
。 

 

「
工
法
の
概
要
を
示
す
書
面
ま
た
は
図
面
」
に
つ
い
て 

・
工
事
時
に
使
用
す
る
主
要
な
機
械
、
工
事
の
主
要

な
も
の
の
進
め
方
等
を
示
す
も
の
。 

 

「
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
方
法
及
び
設
備

等
の
概
要
を
示
す
書
面
又
は
図
面
」
に
つ
い
て 

・
行
お
う
と
す
る
仕
事
で
発
生
し
う
る
労
働
災
害
に

つ
い
て
記
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
災
害
に
つ
い

て
の
対
策
を
記
載
す
る
こ
と
。 

（
例
：
地
山
の
掘
削
の
場
合
、
地
山
の
掘
削
図
面
に

加
え
、
伐
木
な
ど
の
作
業
、
機
械
搬
入
路
・
作
業

員
通
路
等
を
記
載
す
る
こ
と
。
） 

 

令

和

４

年

災

害

発

生

状

況 
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松
阪
安
衛
月
報 

３月号 
松阪労働基準監督署 

 

身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業

労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多

気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛月報では、応募作品を紹介しています。 

松阪労働基準監督署 お知らせ 検 索 
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-
roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html 

 

厚
生
労
働
省
の
労
働
基
準
行
政
で
は
、

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、

業
務
に
お
け
る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ

る
精
神
障
害
を
原
因
と
す
る
自
殺
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
に
取
組
ん
で
い
ま

す
が
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
・
援
護
行
政

に
お
い
て
も
自
殺
対
策
に
関
す
る
取
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
３
月
を
「
自

殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
「
い
の
ち
支

え
る
自
殺
対
策
」
と
い
う
理
念
を
前
面
に

打
ち
出
し
た
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。 

 
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
要
因
と
し

て
、
職
場
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
人
間
関
係

等
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
身
で

行
え
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
行
う

こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
身
の
周
り
に

悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ

に
気
づ
き
、
声
か
け
な
ど
が
適
切
に
行
え

る
人
（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）
と
な
る
こ
と

も
、
悩
ん
で
い
る
人
の
不
安
・
悩
み
を
和

ら
げ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
は
「
こ
こ
ろ
の
耳
」
等
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
・
資
料
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

自
殺
防
止
対
策 

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う 

「まもろうよ こころ」のサイトはこちら↓バナーをクリック、QR コード  
ゲートキーパー 

手帳の QR コード 

三
重
県
内 

『
労
災
死
亡
事
故 
非
常
事
態
宣
言
』 

が
発
令
さ
れ
ま
し
た  

三
重
県
内
に
お
け
る
労
災
死
亡
事
故
の
発
生
は
、
３
月

８
日
現
在
で
、
７
人
（
墜
落
転
落
２
人
、
激
突
さ
れ
２
人
、

交
通
事
故
２
人
、
は
さ
ま
れ
巻
き
込
ま
れ
１
人
）
と
、
前

年
同
期
と
比
較
し
て
６
人
増
加
し
、
前
年
を
大
幅
に
上
回

る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
災
害
は
、
２
月
末
日
現
在
で
２
４
４
人
、
前
年
同
期

と
比
較
し
て
２
１
人
増
（
＋
９
．
４
％
増
）
と
な
っ
て
い

る
。 労

働
災
害
は
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
労
災
死
亡
事
故
の
発
生

状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
相
当
の
危
機
感
を
持
っ
て
労
働
災

害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

労
使
を
は
じ
め
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
を
切
に
願
う
。 

よ
っ
て
、
こ
こ
に
労
災
死
亡
事
故
多
発
に
対
す
る
非
常

事
態
宣
言
を
発
令
す
る
。 

三
重
労
働
局
長 

金
尾
文
敬 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
管
内
で
は
、
令
和
３
年
か
ら
現

在
ま
で
の
間
、
労
災
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、 

引
き
続
き
、
労
災
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
積
極
的
に
事

業
場
内
の
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
て
下
さ
い
。 

 
 

こころの耳は

こちら↓ 

https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 翌年

１月

翌年

２月

翌年

３月

松阪＆多気 各月末日時点における労働災害発生状況

令和４年 令和３年 アンダー240目安線

アンダー２４０

労働災害防止関連の資料を三重労働局ホームページ「松阪労働基準監督署からのお知らせ」に公開しています。 

（https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/matsusaka02.html） 

松阪署管内における労働者の死傷者数 令和５年２月末速報  

令
和
４
年
に
発
生
し
た
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前
年

同
期
よ
り
19
人
増
加
し
、
265
人

（
7.7
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
末

ま
で
の
間
に
発
生
し
た
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
数
は
前
年
同

期
よ
り
±
０
人
で
25
人
と
な

り
ま
し
た
。
製
造
業
で
は
前
年

同
期
よ
り
６
人
増
加
し
、
11
人

（
120
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
他

の
業
種
に
お
い
て
は
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

製
造
業
で
は
、
食
品
加
工
機

械
・
金
属
加
工
用
機
械
等
な
ど
、

機
械
の
危
険
箇
所
に
身
体
の
一

部
が
入
る
と
い
っ
た
状
況
が
発

生
し
や
す
く
（
清
掃
中
・
材
料
や

食
品
の
詰
ま
り
を
除
去
す
る
）、

そ
の
時
に
、
機
械
を
停
止
し
て

か
ら
除
去
等
の
作
業
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
機
会
を
停
止

し
た
と
き
に
は
、
他
の
作
業
員

が
誤
っ
て
機
械
を
運
転
し
な
い

よ
う
に
表
示
を
行
う
、
運
転
ス

イ
ッ
チ
等
に
錠
を
か
け
て
機
械

が
容
易
に
動
き
出
さ
な
い
よ
う

な
措
置
・
工
夫
が
必
要
で
す
。 

 

プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
構
造
と
性
能 

『
７
つ
の
ル
ー
ル
』
に
つ
い
て 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル

型
換
気
装
置
を
使
用
し
て
有
機
溶
剤
の
蒸
気
を

排
気
し
て
い
る
事
業
場
及
び
装
置
導
入
を
予
定

し
て
い
る
事
業
場
向
け
に
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換

気
装
置
の
構
造
と
性
能
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

構
造
と
性
能
に
つ
い
て
は
『
７
つ
の
ル
ー
ル
』

（
労
働
省
告
示
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
有
機
溶

剤
の
蒸
気
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め

の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

作
業
場
で
適
切
に
装
置
が
配
置
さ
れ
て
い
る

か
、
し
っ
か
り
と
有
機
溶
剤
の
蒸
気
を
吸
引
す
る

性
能
が
保
た
れ
て
い
る
か
等
、
定
期
自
主
検
査
時

や
安
全
管
理
者
・
衛
生
管
理
者
に
よ
る
巡
視
の
際

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。 

 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
QR
コ

ー
ド
は
こ
ち
ら
↓ 

令和４年の死傷者数は前年同期より 19 人増加の 265 人 

令和５年の死傷者数は前年同期と同数の 25 人 


